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研究場所 壷 研

モ レ キ ユ - ル

1 秩序無秩序現象の電子計農機によるsirruiati.nt継続 )

内 容 ナ

固体における歌序無歌序現豪､特に転移点近傍の媛和現象の軍兵性の問題に

対する-つの新 しい草近法 として計算機に格子点 の状態を記憶させ､その時間

発展をsimuユa+ueさせることによって簡単なモデルのもつ特徴的な振舞いを追

求することを目的とする｡ 前回モレキエールが認められ､-応最も簡単な場合

即ち二次元イジング模型に対するプログ ラムが出来上 9.simulaもion を行
r

レ一得 るようになったが､績虚妄 纏るlのば と九 か ら庖 段階でも例えば平衡状態の

到達に関する判定等についで問題が残されて･い_るrJ

今後硬討/3-:進めるとともに更にJ7~ログラムを改良発展させてこの方法の可能

性を追求 して行 きたし1 ｡

盤 加 者 上 房 顔 (京大工) 萩 L毎 直 見 (理研)

松 原 武 生 (京大塵〕 枚 田 樽 嗣 (基研〕

研究会 ･場所 理研お よひ京大

2 生 体 高 分 子 の 7t電 子 論

内∫容

我が国におけ･る生体高分子の電子状態に関する研究は主 として右衛門佐 (名

大) .鈴木 (早大う ら-を中心とするグループに よって精力的に研究され､福留

(京大)は多体問題の手法を取入れた新 しい接近縁を開発 してきたc Lか し電

子相関､ 0-7E分離の問題 ､或は高分子の非周期性の効果等未解決 の問題が多
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く戎されている｡

一方松田 (京大)､米沢 (京大)はそれぞれ生体高分子 とは異なる分野で原

子軌道函数の非直交性の問題､d土agram 法､ 非周期性の問題等を研究 してき

ておD､これ らの研究と生体高分子の電子論 とのつなが卯こ深い関心をもって

いる｡ここにおいてi記 グループの有力メンバ Tである宮田 (早大) と分子構

造論のベテランである大野 (北大)替京都に迎えて相互に意見を交換 して問題

の所在点を明らかに し､出来れば具体的な計算を行いたい｡

モレ串ユづレ参加者 宮 田 隆 (早大理土)~

大 野 公 男 (北 大 理)

米 沢 富貴子 (京大基研〕

松 田 博 嗣 (京大基節)

福 留 秀 雄 (京 大 理)

研究場所時期 京大研究 4月～6月
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